
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
院
で
は
、

家
庭
復
帰
や
社
会
復
帰
を
目
的

に
、
従
来
の
機
能
訓
練
だ
け
で

な
く
、
日
常
生
活
全
般
を
含
め

て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。
そ
の
中
で
患
者
様
が

そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
考
え
、
目
標
に
向
か
っ

て
援
助
す
る
こ
と
が
回
復
期
病

棟
に
お
け
る
介
護
職
の
重
要
な

役
割
で
す
。
主
な
役
割
の
一
つ

と
し
て
環
境
の
調
整
が
あ
り
ま

す
。
患
者
様
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（移
動

・

食
事
な
ど
の
日
常
生
活
動
作
）

や
状
態
に
応
じ
て
ベ
ッ
ド
の
調

整
や
事
故
防
止
の
た
め
に
チ
ー

ム
で
情
報
共
有
を
行
う
事
が
大

切
で
す
。
ち
ゅ
う
ざ
ん
病
院
の

介
護
職
で
毎
年
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（危
険
・

予
知
、
予
測
・ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｙ
Ｔ
と
は
危
険
を
予
知

・
予

測
す
る
能
力
を
高
め
、
危
険
に

対
す
る
感
受
性
を
鋭
く
す
る
た

め
の
訓
練
で
す
。
ベ
ッ
ド
の
柵

が
空
い
て
い
る
、
廊
下
に
物
が

落
ち
て
い
る
等
、
生
活
の
中
で

転
倒
に
繋
が
る
危
険
は
多
く
あ

り
ま
す
。
ま
た
毎
月
、
介
護
主

任
で
担
当
病
棟
の
環
境
が
整
え

ら
れ
て
い
る
か
チ

ェ
ッ
ク
を
行

っ
て
い
ま
す
。
患
者
様
の
安
全
・

安
心
の
た
め
こ
れ
か
ら
も
努
力

し
ま
す
。
温
か
い
ご
支
援
を
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　

　
　

　
　
介
護
主
任

：
前
當
　
正
樹

　
理
学
療
法
士
は
P
h
y
s
i

c
a
l
 
T
h
e
r
a
p
i
s

t
（P
T
）
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

ケ
ガ
や
病
気
な
ど
で
身
体
に
障

害
の
あ
る
人
や
障
害
の
発
生
が

予
測
さ
れ
る
人
に
対
し
て
、
基

本
動
作
能
力

（座
る
、
立
つ
、

歩
く
な
ど
）
の
回
復
や
維
持
、

お
よ
び
障
害
の
悪
化
の
予
防
を

目
的
に
、
運
動
療
法
や
物
理
療

法

（温
熱
、
電
気
等
の
物
理
的

手
段
を
治
療
目
的
に
利
用
す
る

も
の
）
な
ど
を
用
い
て
、
自
立

し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
医
学
的
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
の
専
門
職
で
す
。

　
治
療
や
支
援
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
理
学
療
法
士
が
対
象
者

ひ
と
り
ひ
と
り
に
つ
い
て
医
学

的

・
社
会
的
視
点
か
ら
身
体
能

力
や
生
活
環
境
等
を
十
分
に
評

価
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向

け
て
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
ま
す
。

　
理
学
療
法
士
を

一
言
で
い
う

な
ら
ば
動
作
の
専
門
家
で
す
。

寝
返
る
、
起
き
上
が
る
、
立
ち

上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
日
常
生

活
を
行
う
上
で
基
本
と
な
る
動

作
の
改
善
を
目
指
し
ま
す
。
関

節
可
動
域
の
拡
大
、筋
力
強
化
、

麻
痺
の
回
復
、
痛
み
の
軽
減
な

ど
運
動
機
能
に
直
接
働
き
か
け

る
治
療
法
か
ら
、
動
作
練
習
、

歩
行
練
習
な
ど
の
能
力
向
上
を

目
指
す
治
療
法
ま
で
、
動
作
改

善
に
必
要
な
技
術
を
用
い
て
、

日
常
生
活
の
自
立
を
目
指
し
ま

す
。

　
当
院
の
理
学
療
法
課
は
患
者

様

・
利
用
者
様
に
質
の
高
い
治

療
・支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
、

日
々
生
涯
学
習
に
努
め
る
教
育

シ
ス
テ
ム
を
作
り
実
行
し
て
お

り
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
理
学
療
法
の
領
域

を
①
神
経

（脳
や
脊
髄
の
障

害
）
、
②
運
動
器

（骨
・関
節
の

障
害
）
③
内
部
障
害

（呼
吸

・

循
環

・
代
謝
の
障
害
）
、
④
徒

手
理
学
療
法

（解
剖
学
の
知
識

を
用
い
た
手
で
行
う
治
療
技

術
）
、
⑤
生
活
環
境
支
援

（健

康
増
進

・
予
防
、
介
護
保
険
、

補
装
具
）
の
5

つ
に
分
け
た
知

識

・
技
術
の
専
門
グ
ル
ー
プ
を

作
り
、
各
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
回

り
で
月
に
１
回
ず
つ
理
学
療
法

課
全
体
に
勉
強
会
を
開
い
た

り
、
定
期
的
に
グ
ル
ー
プ
内
で

の
勉
強
会
や
研
究
活
動

へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
た
り
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
理
学
療
法
士

協
会
が
主
催

・
企
画
す
る
卒
後

教
育
と
し
て
の
講
習
会
や
学
会

へ
の
参
加

・
発
表
も
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
協
会
活
動
に
沿
っ
た
内
容
で

実
習
を
行
っ
て
い
き
、

一
定
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
、筆
記
試
験
・

審
査
に
合
格
す
れ
ば

「専
門

・

認
定
理
学
療
法
士
」
と
い
う
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
資
格
を
得
る
こ
と
で
専
門

領
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
知
識

・
技
術
の
証
明
と
な
り

得
ま
す
。

ま
だ
沖
縄
県
内
の
病
院

・
施
設

に
お
い
て
、
こ
の
資
格
を
持
っ

て
い
る
者
は
少
な
い
中
、
当
院

理
学
療
法
課
に
は
２
名
の
脳
卒

中
認
定
理
学
療
法
士
資
格
保
有

者
が
い
ま
す
。
当
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
と
し
て
は
、
現

在
も
他
の
領
域
の
資
格
を
得
る

た
め
に
積
極
的
に
生
涯
学
習
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
は
理
学
療
法
課
76
名

に
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
い
な
が
ら
、
患
者
様

・
利
用

者
様
の
た
め
に
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　
　
理
学
療
法
課
　
村
井
直
人

ち
ゅ
う
ざ
ん
広
報
8月号

【回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
介
護
職
の
役
割
】

【理
学
療
法
課
紹
介
】

ＫＹＴ（危険・予知、予測・トレーニング）の風景ちゅうざん病院ウェブサイト [ www.chuzan.or.jp ]

 ↑　こちらからも

アクセスできます

水中トレッドミルでのリハビリ風景

当院理学療法士76名

脳卒中認定理学療法士


